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成果の概要

衝突は小惑星の自転の状態を変化させるので、小惑星の自転分布はその形成過程、衝突
進化の過程の情報を残していると考えられる。現在、小惑星 (100m < R < 100km)の多
くは一つのまとまった塊ではなく、ラブルパイルと呼ばれる破片の緩やかな集合体ではな
いかと考えられている。
我々は、N体計算によって、ラブルパイル天体同士の衝突で、どれだけの角運動量がター

ゲット天体の自転にまわるのかについて詳しく調べた。初期に自転していない天体へ対す
る斜め衝突の計算の結果は、衝突天体と同程度の質量が失われる衝突、すなわちターゲッ
ト天体が質量増加も質量の喪失もしない程度の衝突では、大部分の角運動量は破片と共に
失われて、自転にはあまり角運動量がまわらないことが明らかになった。（出版物の 1.は
ここまで斜め衝突での角運動量輸送量を定量的にまとめた論文）
こうした衝突計算の発展として、初期に自転をしている天体への衝突シミュレーション

を行い、衝突による自転速度の減少 (Angular Momentum Splash)を数値計算で確認した。
正面衝突においては、自転速度は衝突が激しくより質量を失うほど、ほぼそれに比例して
自転速度が失われ、質量の約半分を失うほどの衝突によって、30-50%ほどの自転速度の減
少が起きることが明らかとなった。また、初期の自転に対して順方向の斜め衝突において
も同じ効果が見られ、自転していない天体への斜め衝突に比べ、自転に受け渡される角運
動量は少なかった。特に、自転への角運動量の受け渡しが効率的でない場合には、順方向
の衝突であっても自転速度の減少が起きた。
自転している天体に対する衝突のシミュレーションは、衝突の位置関係と自転軸の向き

にも寄るため、パラメーター空間は一気に広くなる。全てのパラメーター空間について
充分に細かいパラメーター間隔での計算を行うことは難しいため、自転軸と衝突の向き
が、0度、45度、90度の場合についてサーベイを行った。90度、45度の衝突に際しては、
Angular Momentum Splashにより自転速度は減少するが、極への衝突などでは、むしろ
自転速度の増加などが見られた。パラメータ空間における解像度はやや低いが、これらの
結果を平均すると、衝突による質量喪失に伴って Angular Momentum Splash により自転
速度は減少する。




